
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０３ 河川砂防・雨水排除施設の整備

河川課長  髙橋　利昌

１．基本施策の令和元年度までの実現状況を明らかにする

市内の河川や市街地の雨水排水氾濫による浸水被害を未然に防止するため、浸水対策にかかる計画的な整備を行うとともに

、河川砂防や土石流・地すべりなどから市民を守るため、これからを所掌する国や県に協力し必要な整備を推進し、適正な

維持に努め自然災害に強い安全・安心なまちづくりを目指します。 

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 浸水被害件数

1 ら 1 1 0 0 0 Ａ
件 0

し 0 - - - - 0.0

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 75 77 78 80 80 Ｄ
％ 69.2

福 69.1 - - - - △0.9

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04030100 安全安心な雨水排除施設の整備
暮

災害に強いまちだと感じている人の割合
1 ら

50 50 50 50 50 Ａ
し ％ 49.2

55.3 - - - - 762.5



り

明確化できるよう進め

組

ます。

(１) 令和 

み

3年度方針策定に際し

と

、今後の方向性や引継

方

課題
Ｂ 課題あり

【今後

針

の方向性】

これまで国

に

や県が進めてきた事業

つ

の推進を優先するほか

い

、今後市が進めるべき

て

事業の基本方針の明確

の

化を進めていきます。

達

【引継課題】

災害等の

成

発生を未然に防止する

（

仕組みと財源の確保し

実

ます。

現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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２．基本施策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

災害防止や土石流、地すべりなどの自然災害に対する大規模事業は国や県の直轄事業により進められています。

・その他の自然災害の恐れのある箇所の整理を進めています。

(２) 基本施策内の取り組みと方針のうち、令和元年度の重点課題の達

政

成（実現）状況
Ｃ 一部

 

達成した

【重点課題】

 

自然災害から市民を守

 

るために、今後取り組

 

まなければならない事

策

業の整理・施行優先順

:

位を定めるための基本

基

ついて明確

化を進めま

本

す。

【重点課題に対応

施

した達成状況】

国・県

策

の直轄事業への継続し

:

た要望活動等を実施し

主

、連携を図りながら危

管

険個所等の把握に努め

課

一部は達成しています

長

。

基本方針の明確化に

職

向け継続して推進しま

・

す。

３．基本施策の実

氏

現に向けての令和元年

名

度実施後での変化を認

関

識する

Ａ 社会環境変化

係

なし

・これまでと同様

課

に、国の直轄火山砂防

長

事業について、関連市

職

町と連携を図りながら

・

、必要な事業の推進を

氏

図ります。

・土砂災害

名

に係る県直轄事業につ

(

いて、ハード事業推進

１

への要望活動と地元調

)

整等の協力を図るとと

 

もに、国や県の事業実

基

施までの間に市ができ

本

ることを整理し、（仮

施

称）地域保全計画策定

策

に向けた調査などを進

目

めていきます。

・地域

標

防災などソフト事業を

の

所有する市防災担当課

達

との連携を密にし、地

成

域の自然災害に対する

（

防災・減災の実現を図

実

りま

す。

・近年、局地

現

的な集中豪雨や地震な

）

どによる災害が多発し

に

てきており、市民の生

向

命と財産を守るため、

け

自然災害に対する予

防

た

保全対策の必要性が更

計

に高まっています。

Ａ

画

必要なし

自然災害から

期

市民を守るために、今

間

後取り組まなければな

内

らない事業の整理・施

の

行順位を定めるための

取

基本方針などについ

て
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(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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04030100  安全安心な雨水排除施設の整備
1

74,085 44,792 △39.5

04039000  【4-3 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


